
人生の
先輩

健康の秘訣をお聞きしました

「人生の先輩」への掲載を募集しています。

▲詳細

問 情報広報課（霞ヶ浦庁舎） 
☎ 029-897-1111

対象▶市内在住の65歳以上の方
応募▶情報広報課までお電話にてご連絡ください。
　　　右記の二次元コードからのご応募も可能です。
　　　掲載人数を超えた場合は抽選となり、もれた場合は翌月以降に再抽選します。

広報かすみがうら　令和 8 年 3 月 20 日

WEBで投稿
できます
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　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。4月6日🈷までに情報広報課（〒300-0192大和田562）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【電話番号】【漢字にはふりがな】の記載をお願いします。

広報かすみがうら　令和 8 年 3 月 20 日
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問 図書館（本館） ☎ 029-897-0647

　霞ヶ浦コミュニティセンターの空調設備等更新工事に伴い、下記の期間、図書
館本館は休館します。なお、期間中は施設内の会議室に図書館機能の一部を移し、
臨時窓口を開設します。ご利用いただける資料に限りがあるため、皆さまにはご
不便をおかけしますが、ご理解とご協力のほど、よろしくお願いします。

図書館本館の休館・臨時窓口開設のお知らせ

❖ 図書館臨時窓口開設 ❖
５月1日金 ～ ９月中旬予定

【利用できるサービス】
◆臨時窓口書架の資料・千代田分館所蔵資料・新刊（貸出・予約など）
◆中央出張所 ( 下稲吉コミュニティセンター ) への配送サービス
◆雑誌、新聞の閲覧（閉架書庫のバックナンバーを除く）
◆学習スペース・閲覧席　　　　　　　　 ◆ブックポストへの返却
◆利用者カードの登録、変更、再発行　　 ◆図書のリクエスト申込み
◆相互貸借（他館所蔵資料の受取）　　　　◆県立図書館の資料返却（遠隔地返却 )
◆県立図書館ぶっくびんの受取、返却

【休止するサービス】
◆本館館内・閉架書庫にある資料の利用（所蔵検索・貸出・閲覧・予約）
◆図書検索機　　　　　　　　　　　　　 ◆図書除菌機
◆視聴覚資料の利用 ( 貸出・館内視聴 )　  ◆インターネット閲覧用パソコン

❖ 本館休館期間 ❖
4月 20日月 ～ ９月下旬予定

※工事の進捗などにより
変更となる場合があります。

万葉に思いを馳せる
「師

しづく

付の田
た い

井」

　昨年 11 月に中志筑を訪れ、御
ご り ょ う え じ

陵衛士（元新選組
参謀）の伊東甲子太郎生家跡や、本堂家侍医の金

か ね こ

子
寿
じゅせん

仙宅など諸々の場所を見学した後、「師付の田井」
を訪問しました。志筑城跡の南西方向にある閑静な
水田地帯にひっそりと石碑が建立されていました。
併設された解説看板には「草枕 旅の憂へを慰もる 
事もありやと 筑波嶺に 登りて見れば 尾花ちる 師
付の田井に 雁がねも 寒く来鳴きぬ 新治の 鳥

と ば

羽の
淡
お う み

海も 秋風に 白波立ちぬ 筑波嶺の よけくを見れ
ば 長きけに 思い積み来し 憂はやみぬ」と記されて
おり、この場所を詠んだ歌が万葉集に掲載されてい
たことを知りました。その後、何気なく手にした書
籍『神々の山 筑波山と万葉集（石井郁子著・臥雲
山荘文庫刊）』に「師付の田井」の歌に関すること
が掲載されていました。前述の歌は、養

ようろう

老 3 年（719）
に国守として常陸に赴任した藤

ふじわらのうまかい

原宇合に従い常陸に
入った「高橋虫麻呂」という方が詠んだものと書か

れていました。内容につい
ても、前半は「旅の悲しい
気持ちを慰めようと筑波山
に登ってみると、尾花が散
る師付の田井に雁もやって
きて寒そうに鳴いている」
という景観に始まり、後半
では「筑波山から見る美しい景色を見て、長い間の
悲しい心持ちは静まった」という虫麻呂の情感で結
んでいることが分かりました。そして、私もかつて
虫麻呂のような気持ちになったことを思い出しまし
た。私は結婚を機に茨城に移住し、初めは土地勘も
ない上に仲間もおらず、非常に寂しい思いをしたも
のです。しかし、霞ヶ浦をはじめとする県内の素晴
らしい景色や名所・旧跡を訪ね、茨城という土地と
ふれ合ってきたことで、次第に心安らいで生活でき
るようになりました。土地にふれ、感動を覚えたこ
とで心が安らぐという体験は、まさに虫麻呂が詠ん
だ歌に表現されていたものでした。現在の元号「令
和」は、万葉集からの引用とされています。ぜひ、
令和時代に万葉の面影を残す「師付の田井」を訪れ、
美しい古代の景観に思いを馳せてみてください。
問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017

市民学芸員　小菅大康

「師付の田井」の石碑
写真提供：江川 浩士 氏
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4 月 図書館カレンダー

ホームページでは、利用案
内や図書検索など図書館の
情報を掲載しています▶

■休館日：�月曜日
◎お話会：4 月 11 日土
　午前 10 時 30 分から

※�千代田分館・電子図書館は、通常通り
ご利用いただけます。

サロンでの会話が
日々の健康を保つ秘訣

大塚団地　行政区

松
ま つ く ら

庫 おりめさん

　「皆さん、ご機嫌よう」と初めのあいさつをして 11 年、大塚団地が明るく楽
しく元気になって欲しいと「ワイワイ・サロン」を毎週木曜日に開催していま
す。週替わりでのゴム体操・竹ふみ・シルバーリハビリ体操の指導の後は、お
待ちかねのお茶会です。月１回のお楽しみ会では、誕生日ソングでお祝いした
り、笑顔が絶えることのないサロンです。健康寿命を一日でも延ばそうと、体
を動かしお口の運動をしています。
　月曜日には「茶っと・カフェ」を開催。カラオケ・グランドゴルフ・ペタンク・
ゲーム・音楽会などで、楽しい笑い声が公民館に響きます。３月２日「ひな祭り」
のイベントではひなあられ菓子と甘酒などを飲みながら歌を歌い、和やかな雰
囲気の会になりました。
　サロンで大勢の人と話し笑顔を見ることが、健康維持に繋がり私にとって大
きなプレゼントを頂いているようです。たくさんの地域に「下駄ばきで参加で
きる身近なサロン」が当たり前のように普及したら「かすみがうら市に住んで
いて良かった」と多くの人が思うのではないでしょうか。
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